
      

伏
尾
バ
イ
パ
ス
（
ト
ン
ネ
ル
）

事
業
は
平
成
七
年
に
計
画
さ
れ
、

用
地
買
収
や
仮
設
橋
な
ど
一
部
事

業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
橋
下

改
革
に
よ
り
事
業
休
止
と
決
ま
り

ま
し
た
。
私
が
府
議
就
任
直
後
の

六
年
前
に
も
、
天
狗
橋
付
近
で
が

け
崩
れ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

計
画
は
も
と
も
と
、
止
々
呂
美
付

近
に
完
成
す
る
第
２
名
神
イ
ン
タ

ー
開
通
時
に
交
通
量
が
増
加
す
る

こ
と
に
よ
る
伏
尾
町
内
の
道
路
の

危
険
度
を
低
減
す
る
こ
と
が
目
的

で
し
た
。 

昨
年
一
〇
月
一
日
に
府
に
対
し 

     

て
、
対
策
協
議
会
や
自
治
会
の
皆

さ
ん
が
陳
情
書
を
提
出
し
た
こ
と

で
、
十
一
月
十
三
日
、
小
河
副
知

事
が
現
地
視
察
と
な
り
ま
し
た
。 

副
知
事
は
予
定
時
間
を
越
え
て

視
察
し
、
ト
ン
ネ
ル
北
出
口
付
近

の
用
地
買
収
が
で
き
ず
に
事
業
が

進
ま
な
か
っ
た
こ
と
を
承
知
し
て

い
る
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
も
あ

り
、
知
恵
を
出
し
て
事
業
休
止
に

よ
る
影
響
を
極
力
少
な
く
す
る
よ

う
努
力
す
る
と
約
束
し
ま
し
た
。 

 

十
二
月
十
日
、
あ
ら
た
め
て
、

対
策
協
議
会
と
府
と
の
協
議
が
行

わ
れ
、
四
月
か
ら
対
策
事
業
を
始

め
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

高
齢
化
対
策
を
早
急
に 

 

昨
年
の
決
算
委
員
会
で
、
平
成

十
八
年
度
大
阪
府
一
般
・
特
別
会

計
の
審
議
を
い
た
し
ま
し
た
。 

住
宅
政
策
の
審
議
で
、
同
年
三

月
に
能
登
半
島
沖
地
震
が
発
生
し

た
際
に
山
間
地
の
高
齢
者
が
五

〇
％
を
越
え
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

成
り
立
た
ず
、
復
興
が
遅
々
と
し

て
進
ま
な
い
た
め
に
集
落
が
消
滅

す
る
可
能
性
が
高
い「
限
界
集
落
」

の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
私
が
さ
ら
に
衝
撃
を
受
け

た
の
は
、
限
界
集
落
が
山
間
地
だ

け
で
な
く
、
大
阪
と
い
う
都
会
で

も
存
在
し
、
府
営
住
宅
で
も
そ
の

現
象
が
起
き
て
い
る
実
態
で
す
。 

調
査
を
行
う
と
府
営
住
宅
だ
け

で
十
二
団
地
が
該
当
す
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。 

そ
う
し
た
団
地
で
は
自
治
会
も

十
分
に
機
能
し
な
い
た
め
に
近
所

づ
き
あ
い
が
希
薄
化
し
、
十
分
な

情
報
が
得
ら
れ
ず
に
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
な
ど
が
利
用
し
に
く
く
な
っ

て
い
ま
す
。 

 
 

[

モ
デ
ル
事
業
イ
メ
ー
ジ
図] 

 

私
は
、
設
置
者
で
あ
る
大
阪
府
が

住
民
や
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
改

善
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
だ
と
提
案
し
ま
し
た
。 

当
局
は
、
モ
デ
ル
団
地
を
選
定

し
具
体
的
な
取
り
組
み
を
約
束
し

て
い
ま
し
た
が
、
吹
田
市
佐
竹
台

で
「
高
齢
化
住
宅
で
の
安
心
ふ
れ

あ
い
モ
デ
ル
事
業
」を
行
い
ま
す
。 

佐
竹
台
に
は
府
営
・
住
宅
供
給

公
社
合
わ
せ
て
約
千
戸
あ
り
、
自

治
会
長
さ
ん
と
共
に
住
民
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
潜
在
的

な
需
要
は
何
か
、
求
め
ら
れ
る
サ

ー
ビ
ス
は
何
か
を
掘
り
起
こ
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
問

題
解
決
に
向
け
て
社
協
を
初
め
と

し
た
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り

組
み
ま
す
。 

 

 

 

昨
年
か
ら
運
行
し
て
い
る
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
は
阪
大
病
院
に
配
置
さ

れ
、
救
急
救
命
率
の
向
上
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。 

従
来
、
着
陸
地
点
が
猪
名
川
河

川
敷
だ
け
で
し
た
が
、
池
田
市
消

防
本
部
の
要
請
で
池
田
北
・
渋
谷

両
府
立
高
校
校
庭
も
選
定
さ
れ
、

市
民
の
安
全
が
さ
ら
に
高
ま
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

年
間
予
算
は
約
一
億
八
千
万
円

で
す
。
府
の
所
有
機
は
年
間
三
百

件
の
出
動
を
見
込
み
な
が
ら
実
績

は
一
〇
月
ま
で
四
八
件
に
止
ま
り
、

一
方
、
和
歌
山
は
四
〇
〇
件
以
上

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

橋
下
知
事
は
奈
良
・
和
歌
山
と

の
共
同
運
航
で
効
率
的
な
運
営
を

進
め
、
併
せ
て
関
西
州
へ
の
一
里

塚
と
も
な
る
と
し
て
両
県
に
提
案

し
ま
し
た
。
ま
た
、
関
西
広
域
連

合
で
は
事
業
の
一
つ
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

梅
村
聡
参
議
院
議
員
か
ら
一
言 

致
死
的
な
不
整
脈
か
ら
の
救
急

蘇
生
率
は
豊
能
地
域
が
世
界
で
一

番
で
す
。 

豊
能
地
域
五
一
％
、 

ボ
ン
（
ド
イ
ツ
） 

三
五
％
、 

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン（
デ
ン
マ
ー
ク
）

二
一
％
、 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
米
国
）
五
％
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド（
英
国
）十
一
％
、 

秋
田
四
〇
％
、 

大
阪
十
二
％ 

東 奔 西 走 

１１月 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
１日 伏尾台小学校地域と学校を結ぶ文化

祭・街頭報告 
2 日 実践倫理集会・伏尾荘まつり 
3 日 池田市表彰式・みんなでバザー 
5 日 来年度、府への市町村要望受付 
６日 大阪市議団と懇談会・解放同盟府連

懇談 
 7 日 街頭報告 

8 日 街頭報告・伏尾町バイパス対策協 
 9 日 ソフトボール協会大会・呉服南防

災訓練・身障福祉会グランドＧ大

会・菊花展表彰式・Ｎ府議記念Ｐ 
10 日 私鉄自治体議員団 
12 日 議員団総会・政策勉強会 
13日 小河副知事伏尾バイパス予定地視察 
14 日 街頭報告 
15 日 農業祭・連合豊能ＯＢＧ会・街頭報

告・造園業組合役員会 
16 日 久安寺もみじ祭り・笑福亭瓶太祝会 
17 日 民主党府連Ｐ 
18 日 私立幼稚園まつり・府連広報委員会 
19 日 街頭報告・知事提言作成ＰＴ 
20 日 満寿美町会府庁見学会 
21 日 都道府県議会議員研修会（東京） 
22 日 日本自治学会研究大会（横浜） 
23 日 石橋南地区福祉委30 周年式典 
25 日 議員団総会・知事要望作成ＰＴ 
26 日 街頭報告・市商工業関係者表彰式 
27 日 知事懇談会 
28 日 広域連合・財政問題勉強会 
29 日 ゲートボール大会・街頭報告 
 
１２月 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
１日 章池会バスツアー 

2 日 議員団総会・議会運営委員会・Ｎ氏

藍綬褒章受章祝会 
3 日 街頭報告・水道労組大会・造園業組

合総会 
4 日 関西経済同友会懇談 
5 日 街頭報告 

 6 日 街頭報告・池田駅前顔づくりＰイルミ

ネーション点灯式 
 7 日 伏尾台防災訓練・三曲演奏会 

８日 加納病院・淀川キリスト教病院視察   
9 日 12 月議会開会・2 期会 
10 日 街頭報告・府連広報委 
11 日 本会議（一般質問） 
12 日 府民の足を守る実行委・本会議（一

般質問） 
13 日 街頭報告 
14 日 石橋商店会歳末もちつき大会 
16 日 12 月府議会最終日 

17日 西成・釜が崎地区視察 

    
（12.8、加納病院・救急システム視察） 

池田炭づく り と 茶の湯 
茶の湯の最高の炭「 菊炭」 池田炭の歴史

と 炭焼き 技術を 現地で体験し ま す。  
A コ ース： 1 月 17・ 27 2 月 17 3 月 3・

13・ 14 日 
B コ ース ： 1 月 17・ 31 2 月 14・ 21  

3 月 3・ 14 日 
受講料： 8,000 円 定員： 30 名 
申込み： 072-761-0438 池田市青年の家 
    2 月 5 日ま で   

（ 昨年の講座）    


